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1Abstract
　The book “Shu” is one of the books of Qin bamboo slips purchased by the Yuelu Academy 
in December 2007, and consists of about 220 slips. We are going to make translation and 
annotation of “Shu” in the same manner as our work on “Suanshu-shu,” that is, the very first 
procedure is to decipher the letters from photographs with the following investigation of the 
results from the mathematical and historical viewpoints.
　This is the first released article based on our research and results in which we studied the 
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秦簡であると断定された。その内容は、 1 ．『質日』、 2 ．『為吏治官及黔首』、 3 ．『占夢書』、
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4 ．  算題は、原則として[1]で与えられた順に従って訳注を進める。これは本研究会
が[1]の配列に従うという意味では無い。
4 - 2 ．  [1]では、簡の順番を釈文の後で（一）、（二）、（三）、…のように示していた。以下、
これを「整理番号」と称する。
4 - 3 ． 本訳注では整理番号を釈文の前で示す。
4 - 4 ． （五＋六）や（七－九）は、それらの簡が一連の内容のものであることを示す。
5 ．  原簡の番号としては、他の書籍簡の出土番号に相当するような、整理小組によっ
て与えられた番号がある。以下、これを「簡番号」と称する。
5 - 2 ． [1]では、簡番号を釈文の前で示しているが、本訳注では簡番号は釈文の後で示す。
6 ．  釈文の表記においては、可能な限り原文を忠実に写すことを心がけた。
6 - 2 ．  重文符号は“＝”で、断句符号は“┗”で、墨点は“•”で表した。また、読解
の便のため、句読点を適宜挿入した。
6 - 3 ．  異体字や仮借の釈文については、原字の後に（　）で通用字を記した。原文の誤
字は「誤字＜正字＞」のように、脱字は[　]をもって示し、必要に応じて注をつ
けておく。
6 - 4 ．  判読できない文字列で、推量により文字を入れることができるものは枠囲み文字
“ 正字 ”で表す。
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6 - 5 ．  判別できないが文字数が確定できるものは、一文字につき “□”で表す。
6 - 6 ．  判別できない文字列で、文字数も確定できないものは “…”で表す。
6 - 7 ．  簡の断裂は“〼”で表す。
7 ． 訓読と訳文は、算題ごとでまとめ、整理番号と簡番号は省く。
7 - 2 ． 異体字は現在の通用字で表す。
7 - 3 ． 重文符号、断句符号はそれを解釈して表記する。
7 - 4 ． 訓読・訳が確定できない部分は〔　〕付きで表記する。
7 - 5 ． その他、必要に応じて（　）付きで言葉を補足する。
8 ． 注として（1）、（2）、（3）、…の番号を付ける。
8 - 2 ． 注を参照する番号は釈文に付ける。





































たばかりの状態の穀物が 1 斗とれる。しかし、乾燥すると、 9 升に縮む。では、乾
燥して 1 斗の穀物を得るためには、何平方歩の土地が必要か」というもの。












訳： 取程、 8 平方歩で 1 斗。今、之を乾かすと 9 升となった。術に曰く、田 8 平方歩を10
倍したものを実とする。 9 升を法とする。実を法で割ると（平方歩を単位とする）答
えが得られる。 1 平方歩に盈たないものは、法を分母とする分数にする。
　　 取程、禾田は 5 平方歩で 1 斗。今、之を乾かすと 9 升となった。問う、何平方歩で 1
斗となるか。答えに曰く、5 5―9 平方歩で 1 斗となる。















　　 （6 ）前の算題の注（3）で述べたように、「 8 平方歩の土地から取ったばかりの状態の
穀物が 1 斗である。しかし、乾燥すると、 9 升に縮む。では、乾燥して 1 斗の穀物
を得るためには、何平方歩の土地が必要か」ということである。よって、比例式は、





　　 （8 ）注（3）と同様に、「 5 平方歩の土地から生の状態の穀物が 1 斗とれる。しかし、
乾の状態になると、 9 升に縮む。では、乾の状態で 1 斗の穀物を得るためには、何













訳： 取禾程、3 平方歩で（糲米）1 斗がとれる。今、3 平方歩で粟 4 升と半升を得た。問う、
何平方歩で糲米 1 斗となるか。答えにいう、11 1―9 平方歩で（糲米）1 斗となる。これ
を行うための術にいう、得られた 4 升と半升を置く。いう、半のものは 4 とともに 2
倍して 9 とする。さらに、この 9 を 3 □し、27として、これを法とする。また取る対










けているようである。訳には、「これを 2 倍して 6 として」の一句を加えておいた。
　　 （1 3）この算題を解釈するために、その前提は次のように考えるべきであろう。
　　　 「本来なら 3 平方歩の土地から糲米 1 斗が取るのだが、今、粟4 1―2 升しかとれな
かった。では何平方歩で糲米 1 斗となるか」と。粟4 1―2 升は、糲米に換算すると
4 1―2 升×
3―5 だから、x 平方歩で 1 斗＝10升の糲米を得るための比例式は、
　　　 3 ：4 1―2 升×
3―5 ＝ x ：10となり、計算式は、 x ＝ 3 ×10÷（4 1―2 ×
3―5 ）となる。
　　 　 　次に、計算を簡便に行うため、まず4 1―2 を倍にして 9 とし、この 9 に
3―5 の分子 3
を掛けて27とし、これを法とする。 3―5 の分母 5 は、実の 3 ×10の方に 5 を掛けるこ
とで処理する。よって、 3 ×10× 5 となるが、法が4 1―2 を倍にして 9 としたことに
対応して、こちらにも 2 を掛ける。すなわち、実は、 3 ×10× 5 × 2 となる。計算












　　 （1 5）すぐ前の簡（五＋六）と考え方は同じ。本来なら「 x 平方歩で 1 斗」の糲米が得
られるはずであったが、受け取ったのは y 升の糲米であった。では、 1 斗＝10升の
糲米を得るためには何平方歩の田が必要か、というもの。比例式は、 x 平方歩： y












米は（正常米と耗米が混在しており、よって）1 石を舂くと正常米 7 斗となる。（この
正常米 7 斗と併せて、全部で正常米10斗を受けるためには）禾米をあとどれだけ益す
べきか。その答えにいう、禾米4 2―7 斗を益す。これを行うための術によれば、 1 石か









　　　②　 「取一石者」とは、 1 石より正常米を取り除いた耗米で、ここでは 1 石より正
常米 7 斗を差し引いた 3 斗である。
　　　　これを前提とすれば、「今有禾」以下は次のように解釈できる。「正常米と耗米が
混在している禾米 1 石（10斗）を舂いて正常米 7 斗を得た。この得られた 7 斗にさ
らに正常米 3 斗を加えると正常米 1 石（10斗）になる。では、正常米 3 斗を得て先
の 7 斗と併せて10斗とするためには、正常米と耗米が混在している禾米はあといか
ほど必要か」。比例式は、10斗： 7 斗＝ X 斗： 3 斗となる。これから導かれる計算
式と答えは、 X ＝（3×10）÷7＝30―7 ＝4
2―7 となる。
　　　 　[1]では、「取一石者」を「一石を取る者」すなわち全体の 1 石とし、益すべき耗
米（正常米と耗米が混在している禾米から 1 石を引いた差）を求める計算を補わな
ければならないとする。計算式は正常米と耗米が混在している禾米を x として、ま















240平方歩となり、 3 平方歩で 1 斗とすれば、租は 8 石である。今、誤って 5 斗多く

























　　　 この算題の計算は、240平方歩（ 1 畝）で、元々は「之に租すること十歩にして一斗」
だから、240÷10＝24斗の租となるが、これを25斗と誤ったので、「 x 平方歩で 1 斗」
とすると、240÷x＝25斗となる。よって、x＝240÷25＝9 3―5 。即ち「10平方歩で 1 斗」





　　　 この算題の計算は、誤券の結果、税田が24平方歩で、その租率は x 平方歩で1斗だ


















































訳：禾の税田40平方歩がある。 5 平方歩ごとに 1 斗とすると、租は 8 斗である。今誤って
9 斗と券してしまった。問う、何平方歩ごとに 1 斗となるか。答えにいう、4 4―9 平方
歩ごとに 1 斗である。術にいう、税田の歩数を実とする。 9 斗を法として割り算をす
る。実を法で割ると平方歩を単位とする答えが得られる。
注：（2 5）本題も[2]【29】「租誤券」や【34】「税田」と同様の問題で、40平方歩で 9 斗と誤っ
たので、 x 平方歩で 1 斗と考えると、40÷ x ＝ 9 斗となり、 x を求める計算は、 x















訳：禾に課税するに、税田は24平方歩。 6 平方歩にして 1 斗であるので、租税は 4 斗とな
る。今誤って 5 斗 1 升と券してしまった。歩数を縮めようとすると、何平方歩で 1 斗








































訳：与田租枲の術にいう、大枲は田の歩数を 5 倍し、中枲は田の歩数を 6 倍し、細枲は田






が異なるので、同一の太さの束でも重量が違ってくる。その換算係数が 5 ： 6 ： 7
としたということである。具体的な計算では、束数に高さをかけ、大・中・小に応
じた換算係数をかけることで、両を単位とする総重量を求めている。











訳：租枲の術にいう、与田の歩数を置く。大枲はその歩数を 5 倍し、中枲はその歩数を 6




















訳：枲の与田が 6 平方歩あり、そこで収穫された大枲は高さ 6 尺である。また、 7 平方歩
で 1 束とれる。租は 1 両17 1―7 銖となる。
注：（3 6）[1]の注にいう、「簡はここのところで折れており、字跡は損なわれているが、
筆画の残痕と算題の内容から「輿」とする」と。
　　 （3 7）この算題の考え方は以下の通り。枲の田が 6 平方歩あり、そこで収穫した大枲
は高さ 6 尺である。また、田 7 平方歩で 1 束の収穫が得られる。このとき、 6 平方
歩だと 6―7 束の収穫が得られる。これを重量に換算するには、高さ 6 尺を掛け、さ
らに大枲の重量両への換算係数 5 を掛ける。枲の税率は 1―15だからさらにこれを15










訳： 枲の与田が50平方歩で、そこで収穫された大枲の高さは 8 尺である。また、 6 平方歩
で 1 束とれる。租は 1 斤 6 両 5 1―3 銖となる。
注：（3 8）ここでの計算は、枲の与田が50平方歩で、 6 平方歩で 1 束とれるのだから50―6 束
できる。これに高さ 8 尺と重量両への換算係数 5 をかけ、枲の税率により15で割る。
よって、税高は 50―6 × 8 × 5 ÷15＝
200―9 両＝22
2―9 両となる。 1 斤は16両なので、22
両は 1 斤 6 両。2―9 両は24を掛けて、
16―3 銖＝ 5







訳：大枲の田が3 1―3 平方歩で、高さは 6 尺である。また、 6 平方歩で 1 束とれる。租は 1
両2 2―3 銖となる。
注：（3 9）ここでの計算は、大枲の田が3 1―3 平方歩で、 6 平方歩で 1 束とれるのだから、
3 1―3 ÷6＝
5―9 束できる。これに高さ 6 尺、重量両への換算係数 5 をかけ、税率によ











訳：大枲の田が3 2―3 平方歩あり、その高さは 5 尺。 1 尺ごとに 5 両の重さである。また、
3 1―2 平方歩で 1 束とれる。租は 1 両17
19―21 銖となる。
注：（4 0）「（尺）五兩」とは、規定の束にした大枲が 1 尺ごとに 5 両の重量であることをいう。
（一六）の注（31）参照。
　　 （4 1）ここでの計算は、大枲の田が3 2―3 平方歩であり、3
1―2 平方歩で 1 束とれるのだか
ら、3 2―3 ÷3
1―2 束できる。これに高さ 5 尺と、重量両への換算係数 5 をかけ、税率
により15で割って、税高は3 2―3 ÷3











訳： 枲の与田の円周が27歩。大枲の高さ 5 尺。また、4 平方歩で 1 束とれる。田の面積は、
60 3―4 平方歩である。租は 1 斤 9 両 7
1―2 銖となる。
注： （4 2）（六五）「周田術」に（円周率 3 として）円の面積＝周×周÷4π＝周×周÷12と
ある。ここでは円の周が27歩なので、円の面積は27×27÷12＝60 3―4（平方歩）となる。
　　 （4 3）ここでの計算は、大枲の田が60 3―4 歩で、 4 平方歩で 1 束とれるのだから、60
3―4
÷4 束できる。これに高さ 5 尺と大枲の重量両への換算係数 5 を掛け、税率により
15で割ると、税高は、60 3―4 ÷ 4 × 5 × 5 ÷15＝25
5―16 両＝ 1 斤9
5―16 両＝ 1 斤 9 両
5―16




訳：枲の与田が 7 1―2 平方歩あり、中枲の高さ 7 尺である。今、 8 平方歩で 1 束とれる。租
は 2 両15銖となる。
注：（44）ここでの計算は、中枲の田が 7 1―2 歩で、 8 平方歩で 1 束とれるのだから、7
1―2 ÷
8 束できる。これに高さ 7 尺と中枲の重量両への換算係数 6 を掛ける。これを税率に









訳：細枲の与田が12 2―3 平方歩あり、その高さ 7 尺である。今、 4 平方歩で 1 束とれる。
租は10両 8 4―15 銖となる。
注：（4 5）ここでの計算は、細枲の田が12 2―3 平方歩で、 4 平方歩で 1 束とれるのだから
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12 2―3 ÷ 4 束できる。これに高さ 7 尺と細枲の重量両への換算係数 7 を掛ける。こ











訳：細枲の田が、1 1―3 平方歩あり、その高さ 7 尺である。細枲は 1 尺ごとに 7 両である。今、
5 1―2 平方歩で 1 束とれる。租は19
1―165 銖となる。
注： （4 6）「（尺）七兩」とは、規定の束にした細枲が 1 尺ごとに 7 両の重量であることをいう。
（一六）の注（31）参照。
　　（47）「租十九束」の「束」は「朱」の誤り。
　　 （4 8）ここでの計算は、細枲の田が1 1―3 平方歩で、5
1―2 平方歩で 1 束とれるのだから、
1 1―3 ÷5
1―2 束できる。これに高さ 7 尺と細枲の重量両への換算係数 7 を掛ける。こ
れを税率により15で割る。計算は、1 1―3 ÷5








訳：枲の与田が 9 1―3 平方歩あり、細枲の高さ 1 丈 1 尺である。今、3
1―3 平方歩で 1 束と






　　 （5 0）ここでの計算は、細枲の田が9 1―3 平方歩で、3
1―3 平方歩で 1 束とれるのだから、
9 1―3 ÷3
1―3 束できる。これに高さ 1 丈 1 尺＝11尺と細枲の重量両への換算係数 7 を
掛ける。これを税率により15で割る。計算は、9 1―3 ÷3













　　 （5 2）ここでの計算は、細枲の税田が45平方歩で、 7 平方歩で 1 束とれるのだから、
45÷ 7 束できる。これに高さ 8 尺と細枲の重量両への換算係数 7 を掛ける。税田な


















訳：今、枲の税田16平方歩があり、大枲の高さ 5 尺である。 5 平方歩で 1 束とする。租は
5 斤となる。今、誤って（ 5 斤）1 両と券してしまった。そこで、 1 束の歩数を縮め




注：（5 3）税田が16平方歩あり、 5 平方歩で 1 束なのだから、16を 5 で割れば束数が出る。
これに高さの 5 を掛け、大枲の重量両への換算係数 5 を掛けると、税高が出る。計






　　　 この算題の計算は、240平方歩（ 1 畝）で、「之に租すること十歩にして一斗」だから、
240÷10＝24であり24× 1 斗＝24斗（租）となるが、これを25斗と誤った。その結果、
「 x 平方歩で 1 斗」とすると、 1 畝＝240平方歩÷ x ＝25となる。よって、 x を求め
る 計 算 は、240÷25＝9 3―5 平方歩となる。即ち、「10平方歩で 1 斗」だったのを
「9 3―5 平方歩で 1 斗」とした。よって、租 1 斗を課す田の歩数を縮めたこととなる。
本題も基本的にこれと同様であるが、両への換算のため高 5 と換算係数 5 をかけて
やる。よって、16÷ x × 5 × 5 ＝81。よって、 x ＝16× 5 × 5 ÷81＝400―81 ＝4
76―81 平












　　 （5 9）この検算の方法は、田の歩数÷ 1 束の歩数× 1 束の両数＝税高の関係によるが、
法の（ 1 束の歩数）が分数であるのでその分母81を母と子にかけ、（16×25×81）÷
（4 76―81×81）＝81として計算したものである。
　　　 本題は解法が示されていないが、田の歩数＝ 1 束の歩数×税の束数＝ 1 束の歩数×
税高―1束の歩数 であり、誤券のいかんによらず 1 束の歩数×税高は一定である。したがっ
て 1 束の歩数×税高＝誤券の 1 束の歩数×誤券の税高の関係から、誤券の 1 束の歩














訳：枲の税田16平方歩で、大枲の高さ 5 尺である。 3 平方歩で（周長 3 囲＝30寸）の束が
1 束できる。租は 8 斤 5 両 8 銖となる。今これを乾かすと 1 束は周長28寸となった。
3 平方歩で周長28寸は、3 87―196 平方歩で周長30寸の束 1 束に相当する。よって、また
租を計算すると、 7 斤 4 両3 5―9 銖となる。
　　 これを求める術にいう、 1 束の寸数（30寸）を置き、よって相乗じさせ、 1 束の歩数
（ 3 平方歩）をこれに乗じて実とする。また新たに得た寸数（27寸）を置きて、よって
相乗じさせ、それを法とする。実を法で割ると平方歩を単位とする答えが得られる。





　　 （6 1）ここまでの考え方は、田が16平方歩であり、 3 平方歩で 1 束取れるのだから、
16÷ 3 束とれる。これに高さ 5 と大枲の両への換算係数 5 を掛けると、400―3 ＝











　　　 　本題後半もまた「 3 平方歩で周 3 囲＝30寸の束が１束得られたが、これが乾くと
周28寸に縮んだ。では、乾いた状態で周 3 囲の束を得るには何平方歩必要か」とい
うもので、計算は、田の面積と乾いた束の断面積との比例関係 3：282＝ y：302より、
y ＝ 3 ×302÷282＝3 87―196 平方歩となる。『算数書』「取枲程」題と本題で共通する「周




　　（6 3）今、3 87―196 平方歩で 1 束であるので、税田16平方歩÷3
87―196 平方歩で束数が出る。
これに、高さ 5 と大枲の両への換算係数 5 を掛けると税高が求まる。計算は、16÷




























訳：大枲の高さが 5 尺である。枲の程では「 8 平方歩で 1 束」とある。今、…
（三八+三九）爲枲生田（70）、以一束兩數（71）爲法。以一束步數乘十五、以兩數（72）















　　（7 3）今まで、租を求める式は、租の両での重量＝田の面積× 1 束の両数÷（ 1 束の歩
数×15）であった。今、求めるのが田の面積であるから、上の式を変形すると、田






七十六一束」を以て説明する。租高は、16平方歩÷ x 平方歩×高 5 ×換算係数 5 ＝
81両。
　　　 よって、計算は、 x ＝16× 5 × 5 ÷81＝400―81 ＝4
76―81 平方歩である。この式は、実と
法の形に直せば、 x ＝16×25÷81となる。25は、高さ 5 に換算係数 5 を掛けたもの










1 斗とする。租は 4 石 8 斗となる。その術にいう、264平方歩を 2 倍して、…とする。…
注：（7 5）禾の与田が11畝＝2640平方歩で、税はその 1―10 の264平方歩である。これは、簡（一一）
の「耤（藉）令田十畝、税田二百卌步」からも確認できる。簡（一一）の注（22）参照。
　　（7 6）税田が264平方歩あり、5 1―2 平方歩で 1 斗だから、計算は、264÷5
1―2 ＝48斗＝ 4
石 8 斗となる。
　　（7 7）「百六十四步爲」の 6 字は確認しがたいが、文意より補う。「倍二百六十四步」
とは、5 1―2 に分数があるので、これを消去するため、被除数にも 2 を掛けておくの




訳：税田が 3 1―2 平方歩である。7
1―3 平方歩ごとに 1 斗。租は4
17―22 升となる。












































訳：田の面積が 5 平方歩で、租は 1 斗1 1―7 升である。今、 1 斗の単位歩数を求めようと
する。田の（歩数）を得ること何平方歩となるか。答えにいう、4 19―39平方歩。術にいう、
（租高の 1 斗1 1―7 升を）1 斗の升数に直し、 5 平方歩を…
29
岳麓書院蔵秦簡『数』訳注稿（1）（大川俊隆）
注：（8 7）  計算の結果から見て、すべての田に課税されているので、この「田」は税田を指す。






















訳：田の面積が20平方歩で、租が16升であった。今、租が 5 2―7 升であれば、田の面積を得
ること何平方歩となるか。答えにいう、6 17―28 平方歩となる。
　　 術にいう、16を法とする。5 2―7 升を置いてこれを 7 倍する。またその法16も 7 倍する。
20平方歩を5 2―7 升（を 7 倍した37）に掛ける。これを法で割ると平方歩を単位とする
答えになる。
注：（9 0）この算題は、田の面積が20平方歩のとき、租が16升であった。今、租が 5 2―7 升
であれば、田の面積は何平方歩となるか、というもの。比例式は、20：16＝ x ：






　　（9 1）実際の計算では、20×5 2―7 は分母に 7 があるので、これに 7 を掛け20×37という
形にする。次に、これに対応して、法の16にも 7 を掛けるということ。











訳：…を法とする。また3平方歩を置いてこれを 3 倍すると 9 となる。即ちこれを10倍す
る（と90になる）。（90を）22で割ると平方歩を単位とする答えとなる。 1 平方歩ごと
に 2 4―9 升取れるならば、今、4
2―22 平方歩で 1 斗となる。
注：（9 4）「今、税田 3 平方歩から租 22―3 升が得られた。この時、何平方歩で 1 斗であるのか」
という問題であったと仮定する。そうすると、計算は、 3 平方歩÷ x 平方歩＝22―30
斗となる。よって、 x ＝ 3 ÷22―30＝
3×30―22 歩となる。この計算において、分母の22
を法とする。分子は、 3 ×30であるが、この計算で 3 平方歩を 3 倍してから10倍と
することで、実の90を得ている。これが「亦直（置）三步而三之、凡九。即十之」








そうすると、比例式は、 1 平方歩：2 4―9 升＝ x 平方歩： 1 斗となる。よって計算は、











訳：… 5 歩をこれに掛けて実とする。 2 囲 7 寸を置き、そこでそれを互いに掛けて、法と
為す。実を法で割ると歩を単位とした答えになる。　
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